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湖南市少年補導委員会 会長 武藤 敬助 

 

 最近、小学校の入学式で校長先生がよく話されるのが「あいさつをしまし

ょう」です。「あいさつ」・・・新入生に限らず入社式でも話されることがあ

ります。「あいさつ」はコミュニケーションの第一歩と言ってもいいかもしれ

ません。 

 今、子どもたちを取り巻く環境は安全・安心でし

ょうか？事件、事故など子どもを巻き込んだ出来事

が毎日のように起こっています。悲しい出来事を少

しでも少なくするための方法。本当に小さな方法かもしれませんが、「あいさつ」もその一つだと思い

ます。「おはようございます。」「お帰りなさい」はもちろんのこと、「元気ですか？」「頑張ってね」な

どもあります。「みんなを見ているよ」という意味でも「あいさつ」は、とても有意義です。 

 しかし、今日「声をかける」ことが不審者に間違われることがあります。でもほんの一言でいいので

す。ぜひ子どもたちに声をかけてください。ひと声が子どもたちを守るのです。

どうぞ、皆さん勇気をもって「あいさつ」をお願いいたします。 

 私たち補導委員も日々声をかけて、子どもたちを見守っていきたいと思いま

す。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

「薬物乱用防止啓発標語」 

ちょっとだけ その一言が 命取り   山口 糀音さん（令和 5年度三雲小学校卒） 

薬物の トビラを開けると 出られない 中嶋 雄翔さん（令和 5年度下田小学校卒） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「薬物乱用防止啓発標語」 

薬物は 心と体を 傷つける      小野 惺有さん（令和 5年度菩提寺北小学校卒） 

やめようよ 一言だけで 守れる命   田村萌々佳さん（令和 5年度三雲小学校卒） 

○総会の模様 

今年度は新たに１２名の補導委員さんを迎え、総勢３９名で 

湖南市の少年支援を行うことになりました。 

甲賀警察署長、湖南市教育長同席のもと、１０年継続の表彰、 

今年度の主な活動や、研修会など年間の予定を確認していよいよスタートです。市

内で「愛の声かけ運動」として登下校の声かけや見守り、ほぼ週１回の夜間街頭補

導など、地道に活動してくださっています。ぜひ、活動を見かけられましたら一声

おかけください。また、啓発部では園や小学校に出向いて誘拐防止を題材にした着

ぐるみ人形劇で啓発活動を行っています。 

昨年度末をもって退任されたみなさま、本当にお世話になりました。また、違った立場からご支援をお

願いいたします。 

 

〇第 1回補導委員研修会の模様 

補導委員としての研修が年間３回あります。補導委員としての力量を 

高め、より豊かな人間性を培うためのものです。 

今回は「さまざまな特性のある人を雇用する」というテーマのもと、市内の 

木元産業代表取締役木元博信さんに来ていただき実施しました。 

木元産業では、障がいのある人や、これまでうまく人や社会と関われなかった

人を積極的に雇用し、そのことが会社にとってプラスになったお話をしていただき

ました。 

補導委員として向き合う少年らもさまざまな背景を持ち、困っていることも多

いです。地域の住民の皆さんと連携して少年らをサポートしていくことが大切だと

改めて実感できる研修会でした。 

 

少年センター職員紹介 

所長 川邊 晋 

指導主事 内藤 雅人 

支援コーディネーター 中尾 功 

無職少年対策指導員 中村 裕晶    

カウンセラー 山田 洋美 

6月から勤務しています。よろしくお願いします。 

趣味は卓球とボードゲームです。 

お気軽に少年センターにお立ち寄りください。 

 

―参加者の感想― 

「障がいがあるなしに関わらずコミュニケーションが大切だと改めてよく分かった。」 

「時間をかけ気長につきあう大切さに気づいた。」 

「人の痛みがわかる人が育つことが、これからの社会には必要だと感じた。」 

 

 

上西 稔治さん 牧 勝行さん 

村上 正文さん 山本 美鈴さん 

 


